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生産性の高い会議の仕方

最近、さすがにやばいと

思いジョギングを再開して

います。前と同じでオーデ

ィオブックを聞きながら。これはこれで時間の

有効活用。体と頭を同時に健康にする時間の生

産性を高める方法ですが、今回は別の話。

糸井重里氏プロディースの「聞く、ほぼ日」

というオーディオブックで紹介された

濱口秀主さんの会議の仕方を紹介させ

て頂きます。

濱口さんは世界を飛び回る問題解決コンサル

タント。その濱口さんが様々な国

で実験して効果的な会議の方法を

発見したというお話です。

コラボレーション（会議）は答を

見つけるためにはとても重要。ではどのようなコラ

ボレーションが優れているのか、特別仕様の積木を

使って実験をされたそうで、チームでひとつすごい

作品を作るという課題。積木は何百ピースもあり、

色々な形を作れます。1チーム８人で８つのチームを

作り、限時間は60分。話しあった後、

チームでひとつの作品を発表し、そ

の８作品から全員で投票して最も優れ

ている作品を選ぶといった内容。

キモはチーム毎にコラボレーションの方法を変え

ること。チーム１と２は完全にフリーで、60分間全

員で話し合って1つの作品を作ります。チーム７と８

は時間を40分と20分に分けて前半40分はお互い何も

話さずひたすら1人で考えて後半の20分間で個々のア

イデアを共有して一つ作品を作ります。チーム３と

４は一人で考える時間を20分にしてあとの40分で

個々のアイデアを共有して一つの作品を作ります。

そしてチーム５と６は20分20分20分と

3つに区切り、最初の20分は一人で考

えてその20分の終わりにそれぞれのア

イデアを一気に出して共有し、次の20分はまた一人

で考えて、最後の20分で再度共有して一つの作品を

作ります。つまりチーム1、2ほど話合う時間が長

く、チーム7、8に向かうほど話合う時間が少なくな

ります。チーム5、6は2回共有する時間を持ちます

が、一人で考える時間はチーム7、8とほとんど同じ

40分間になります。結果、どのチームが最も優秀

な作品を生み出せるでしょうか？ 結論は何度

やってもどこの国でもチーム5、6になるそうで

す。しかもダントツで頭ひとつ抜けるらしい。

チーム1、2は完全フリーなので、一番コラボレ

ーションしているように見えますが成果はもっ

とも低いそうです。完全フリーだと良いアイデ

アが出ても議論に埋もれてしまうことになるら

しい。理由はみんな自分の中で答えが見えてな

いのにとりあえず喋るからだと言います。チー

ム3-8は一人で考える時間に自分なりの答えとロ

ジックを考えるから1、2と比べて優位なようで

す。そしてその中で5、6が優秀なのは、一人で

考えるとどうしてもバイアス（先入観、固定観

念）が出来てしまうのですが、２回他のメンバ

ーのアイディアを共有すること

で、そのバイアスを壊せるので

しょう。それがさらに進んだ発

想に繋がる訳です。一人で考え

る時間とコラボの時間のハイブリット会議が生

産性を高めるのです。
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いつもありがとうございます！

きしゅう会計 名倉


	スライド番号 1
	スライド番号 2

